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現れること ②文章構造を意識せず思い浮かんだ順に書くこと ③文法的な誤 りが多いこ
と ④語彙 。表現が誤用されること ⑤決まったフレーズを使用することなどの問題が指










































































































具格・場所格 「で」、日標格 「に」、仲間格 「と」であり、2歳でそれぞれを区別して使え
るようになる (綿巻 2005)。
健聴児の助詞の定着に関して、斉藤(2002)は、主格「が」を5歳前半、場所格「で」、付
















































































































































































































































































































































































































































































































































































7 simu―com:  simultaneous conlnunicationの略



















































































































































































































































































































































































































































A/a B//b C/c D/d E/e
テキス トの型 単語 単文 複文 段落 複段落






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































31≧季寧:｀落ちる、落とす            li彙曇算Ft)しれない、だろう量ξ7:「具敗ほ安いほ酬する  1慮享落「£革蕊t｀拓」、｀
③学校生活場面で使用                |ことがある、ところ)
























































































































































































































































































































































































































5.3.4 中学1年配当教材 。物語文 「空中ブランコ乗りのキキ」(資料 5.3.4.1,5.3.4.2)





























る。結果的には三通りのリライ トを施 した (資料 5.3.5.1-5.3.5.3)。第一段階、第二段階
のリライ トは約 4000字、第二段階はあらすじだけで構成して、1500字程度である。それぞ


















第二段階 (レベル3)のリライ ト(資料 5.3.5.2)では、かなり文を単純化させ、意味段落
で副題もつけ、わかりやすさを心がけた。副詞の省略、接続詞の言い換え、複文の単文化、
日常使わない語彙の言い換え、枝葉の描写の省略などを行つた。日標はス トー リー 理解と
心情理解である。この物語は主人公の心情の変化を追うことによつてス トー リー展開がな
されるため、心の動きを表現している部分は省略せずにリライ トした。




































































































































































































リライ ト教材を使用することには、以上のような効果がある。 リライ トはできる限り現
場教員が、日の前の児童 。生徒の実力に、あるいは使用目的に合 うものを作成するべきで
ある。リライ ト教材をそのまま「読む」教材とする必要はなく、利用する素材として扱え




































































































































資料 5.3.2.2「スーホの白い馬 ワークシー ト」
P.78「そのばんのことです」～P.79「しんでしまいました」
1。 「だれが どうした」をさがそう。




























ひ つ と つて・・・・・・・。













きもちいい   たのしい   すばらしい   くやしい   おもしろい
なつかしい  さびしい   はずかしい  たのもしい  たくましい






































































































































































































































































































































空中ブランコ乗 りのキキ  別役実























































































































































⑥ピピの決心 - 4回宙返 りをします
次の日、その港町では、
金星サーカスの ピピが








ピピのことは だれも 話 しませんでした。
夕食が終わると、
町じゆうの人々が



















































































「星のような目」→ 星のように キラキラと 輝く目
「さくらんぼみたいな くちびる」
→ さくらんぼのような 小さくて  つやつやした 赤い くちびる
「おもちのような はだ」→ おもちのように 自くて やわらかい はだ







「ダンスをするように 木の葉が 風で 盤う」
「お母さんに 叱られたときのように しょんぼりする」

























































































































































































































































良平は 十日後、また トロッコを 見に 行つた。
やさしそうな 土工が ふたり いた。






良平たちが トロッコを 五、六町 (5、600m)押したら
みかん畑が あつた。




良平たちは また 押 した。
海の 見えるところまで 来た。
良平たちは もう一度 トロッコに 乗つた。
良平は あまり 楽 しくなかつた。
帰りたくなつた。








良平たちは また トロッコを 押した。
良平は どこまで 行くのか とても 心配だつた。































a.背の高い土工は  良平たち (   )どなつた。
b.良平たち (   )どなつたのは 背の高い土工だつた。
2.二人の土工は 良平に トロッコを 押させてくれた。
a.良平は 二人の土工 (   )トロッコ (    )押させてもらつた。
b.良平 (    )トロッコ (    )押させてくれたのは 二人の上工だつた。
3.土工が 良平に お菓子を くれた。
a.良平 (   )土工 (   )お菓子 (   )もらつた。
b.土工から お菓子 (   )もらったのは 良平だつた。
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c.土工が 良平 (   )くれたのは お菓子だつた。
4.良平は 二人の上工に 帰れと 言われた。
a.二人の土工は 良平 (   )帰れと 言つた。
b.良平 (   )帰れと言つたのは 二人の土工だつた。
5。 父や母が 良平に どうしたのかと 尋ねた。
a.良平は 父や母 (   )どうしたのかと 尋ねられた。


























































































































































つた。回答は小学部6名、中学部 13名、高等部 10名の教員から得た計 29名分であつた。





























































































































































































































































































































































































































































































































































記念日・感謝 お母さん(保護者)へ、礼状 1 1
感想 読書感想文、映画等の感想ほか 2 1
3
生活 好きな食べ物、テス ト反省 0 3
3
印象的なできごと 人生最大の感動 1 0 1
自己紹介
1 1








書くことに慣れる、書くことへの抵抗を弱める 1 3 1
考えや意見を表現する、伝える 1
経験や事実を述べる、伝える、説明する 1 2 1 4
描写力、表現力を高める 1 1 1
小計



















表現すること とにかく書きたいように書かtる 2 6
書く回数を増やす 1 0 1
記憶や心情の一番強いところを深めさせる 1 0 i







写真などを見せる 1 1 1
板書などで経験したことの流れを説明する 1 1












キーヮー ドを考えさせる 1 1
書いた内容を否定しない、ほめる 0 1
1










事後指導 修正して示す 1 4
正しい言い回しや文法を教える、直させる 2 3
内容を掘り下げるための質問をする 0 1 1
修正した文を読ませる 1 0 1
正しい文をなぞらせる 1 0 0 1
助詞や漢字のまちがいを板書する 1 0 1
悪文の例文を作り、校正の練習をする 1 1
何度も推敲する 0 1 1
小 計






文章の流れを考えさせる 0 1 1
小計
作業中の指導 生徒と一緒に修正する 1 0
1
文の順序をかえる 1 0 0 1



















担当教員以外の評価 掲示する、学級通信に掲載する 1 1
コンクールに応募する 0 1 :
小計
日記の頻度と量について 中 高 計









心理的な働きかけ なんでもいいと言う 2 1
書くように促す 0 3
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コメントを大切にする、ほめる 1 1 2
楽しみにしていることを伝える 1 1
親を巻き込む 1 0 1
みんなの前で発表する 1 0 1











教師側が質問を書き、それに答える形にする 1 1 2
文章の見本を提示する 1 1 2














経験的な問題 絵本に親しむ、読書の習1貫などの言語環境 2 0 2
ことばと行動やイメージの結びつき、言語的な記憶力 3 :
書きことば、読角旱力 0 2 1
はなしことばの文脈、会話力 1 1 0
言語発達のステップ 1 0 1 2
経験 1 0 1
小計
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メタ認知的な問題 言語力に対する自信 1 0
1
自分の考えをまとめるようなモニタリングカ 1 0 1












たぶん    ぜんぜん     も
1. (       )山田先生が休んだら、校長先生が授業をするらしい。
2.弟は分数の問題が (      )できない。
3. (       )友だちが一人もいなかつたら、あなたはどうしますか。
4.橋本さんは (      )宿題をしてくるだろう。
5。 この本は (       )おもしろくない。








わたしは 太郎君L おかしを あげた。
ゎたしは 太郎君二 おかしを もらつた。
わたしは 太郎君二 本を 貸した。
ゎたしは 太郎君二 本を 借りた。
わたしは 太郎君_ 本を 返した。
わたしは 山田君_ 電話を かけた。
わたしは 斉藤先生_ 手紙を 出した。
)の中ld   い｀らことばを選んで書き入れましょ
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吉りllくんは 岡田さん_ メールを した。
b.受身文の例
ねこが (魚を)食べた → ねこに (魚を)
知らない人が (ナイフで)刺した
→ 知 らない人に (ナイフで)刺された
おかあさんが (「勉強しなさい」と)言つた。









1.テストはつぎの木曜日     します。
2.学校から帰つた      家に誰もいませんでした。
3.寝る いつもジャージを着ています。
4.来年の春      中学生になります。
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